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肉用種雌牛の産肉形質の選抜に関する研究

StudiesonSelectingJapaneseBlackCowonTheirCarcassTraits

原 田 宏 ･ 田 崎 慶 喜 (宮崎大学農学部)

HiroshiHaradaandHirokiTazaki(FacultyorAgriculture,MiyazakiUniversity)

ResearchdataonselectingsuperiorbreedingcowsareinsufficientinJapan,and
therestillremainsawideunexploreddomain.Thepresentresearchaimsatobtai-
ningmorefundamentalKnowledge.Theultrasonicevaluationtechniqueswereused
forestimatingfatthickness,M.long.thoracisareaandmarblingscorebetween78

thribsof1140JapaneseBlackheifers.

Theeffectsoffsire,dam'ssire,raisingplace,birthseasonofheiferandregre-

ssiononparltyOfdamandageofdamonultrasonicestimatesofthosecarcasstraits
ofheiferwereinvestigatedbyleastsquaresprocedures.Thenstatisticalstudywas
triedtoclarifytherelationshipsofultrasonicestimatesofcarcasstraitswithcondi-

tionscoreandbodymeasurementsofheifers.Mansandstandarddeviationsof
ultrrasonicestimatesbetween78thribsofheiferswere15.63±2.70mm,33.4±2.98

cm2and0.81±0.57,,｡sp｡｡tiv｡ly.信ignificantsirediff｡,en｡｡sw｡,｡foundf｡,b.th
ultrascnicestimatesoffatthickness(p<0.01)andmardlingscore(p<0.05)among

sires.Fatthicknessestimateswerealsosignificantlydifferent(p<0.05)among
dam'ssire.EffectsofraisingplaceonultrasonicestimatesoffatthicnessandM.

lon苧･thoracisareawerehighiysignificant(p<0･01)･rTfeiferswhichwerebornin
sprlngtendtohavesmaller(p<0･01)M･long･thoracisareaestimatesthanthoseln
theotherseasons.NosignificantrelationshipsofregresslOnOnbothparityandage
ofdam werefoundforultrasoniicestimatesinalltraitsofheifers.Fatthickness

estimateshavecloseconnectionwithonditionscoreandbdymeasurementsexcept

withersheightinheifers.Marblingscoreestimateswerealsocloselyrelatedto

conditionscoreandbodymeasurements.Noslgnificantrelationshipswerefound
betweenultrasonicestimatesofM.long.thoracisareaandanytraitsofheifers.Ifit
isabletoclarifytherelationshipsbetweencarcasstraitsofcowsandtheircalves,the

selectionofsuperiorbreedingstockbasedonthesepredictedcarcasstraitsbyuse
ofultrasonicscanningwillbepossibleenoughinrelativelyearlygrowingstageof
heifers.

1. 日 的

肉用肥育牛の産肉能力に対する雌牛の遺伝的影

響力は種雄牛と同様大きなものと考えられる｡し

かし,繁殖用雌牛の産肉能力についての選抜には

有効な手段が講じられていないのが現状である｡

最近,バイオテクノロジーの技術を応用し受精

卵移植に関する研究が進められているが,これを

肉用牛の改良に有効利用するには 供卵牛として

産肉能力の優れた繁殖雌牛の選抜が不可欠の条件

となる｡すなわち繁殖雌牛の産肉能力に関する情

報を,直接,しかも早期に得る技術の確立が必要

である｡

そこで,本研究では,黒毛和種繁殖雌牛の産肉

能力に関する情報を得るため,超音波スキャニン

グ技術を基本登録時の雌牛に適用 し,皮下脂肪

厚,胸最長筋横断面積および脂肪交雑 を推定 し

たCまた,これらの産肉形質に対する遺伝および
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環境要因の効果について検討した｡

2. 試験方法

本試験の供試牛は昭和61年12月までに登録審査

を受けた,延岡市 ･東臼杵郡の142頭,児湯郡の

22頭,東諸都郡の116頭,宮崎市 ･郡の76頭,那

城市 ･北諸県郡の690頭,日南市 ･南那珂郡の94

頭,計1,140頭の黒毛和種雌牛 (測定時月齢17-30

か月齢)である｡供試牛はすべて登録審査時に生

体左側第7-8肋骨間で超音波スキャニングを行

ない,皮下脂肪厚,胸最長筋横断面積,脂肪交雑

を推定したoなお,測定方法および記録写真の解

析方法は従来 1)と同様であるO

統計処理においては,供試牛のうち,種雄牛及

び母方祖父牛それぞれ 1頭当たりの後代牛が10頭

以上となるように抽出した748頭の記録を用いて

Harvey2,3)の最小自乗分散分析を行ったO変動

因には,種雄牛,母方祖父牛,けい養地区,出生

季節,産次-の一次偏回帰,出生時母日齢の一次

偏回帰を取 り上げたo数学モデルはFig.1のとお

りであるD

また,分析対象形質は,皮下脂肪厚,胸最長筋

Table1 CodesforstatisticalanalystsglVenfor

marblingscoreandbirthseason･

Marblingscore code Birthseason code
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5

5

0

0

0

5

5
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0

0

0
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0
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o

o

o

1
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L

1
.
1
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2

2
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.4
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9

0

1

2

3

4

1

1

1

1

1

Spring

(Mar.-May,) 1

Summer

(jun.-Åug) 2

Autumn

(sep.-Nov.) 3

Winter

(dec.-Fey.) 4

横断面積及び脂肪交雑の超音波推定値であるQな

お,分析に当たって脂肪交雑と出生季節はTable

lに示すコー ドに変換 した｡

さらに,皮下脂肪厚,胸最長筋横断面積および

脂肪交雑の超音波推定値と栄養度,体高,胸囲,

胸深,尻長,隠幅の各形質との間の体重で補正し

た偏相関係数を求めた｡

YIJkl-FL+Si+Dj+Hk+Bl+a(Aljk1-A)+b(Rljkl一皮)+eijkl

i-1,-29;∫-1, 25; k=1,-6; 1-1,-･4

〃ニーheestimatedoverallmeanwiththeequalsubclassfreqencieswhenageof

damandcalvingnumberbothareequaltotheaverage,

Sl-effectofithsire,

Dj-effctofjthdampssire,

Hk-effctofkthraisingplace,

Bl-effctduetotheIthseasonofbirth,

a=partialregressiononcalvingnumber,

Ajjklニーhecalvingnumberforagivenheifercalf,

Å ニーhearithmetricmeanoftheAijkl,

b-partialregressiononageordam,

RiJkl-theageofdamforagivenheifercalf,

豆-thearithmetricmeanoftheRljkl,

eijkl=therandamerror.

Fig.1. Mathematicalmodel.
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3. 結果及び考察

3.1 産肉形質推定値に対する遺伝および還境

要因

本試験の供試牛 1,140頭の黒毛和種雌牛の登録

検査時の皮下脂肪厚,胸最長筋横断面積および脂

肪交雑の超音波推定値 (第 7- 8肋骨間),体測

定値,月齢,産次および出生時の母牛の年齢の平

均値および標準偏差はTable2に示すとおりであ

るOなお,体測定値については,供試牛の平均月

齢である約24か月齢における,黒毛和種正常発育

値4)に対する割合を示 したO

本試験の供試牛の平均体測定値は,いずれの部

位においても黒毛和種正常発育値の98.9-101.5

%であり,体型的には黒毛和種としてほぼ平均的

な群であると思われるbまた,供試牛の出生時の

母牛の年齢は平均 6,6±3.47年であったが,この

娘牛と母牛の平均世代間隔については,野村5)ら

が報告している,1980年度黒毛和種登録牛におけ

る平均世代間隔 (5.99年)と比較してやや長いも

のであったo

TAble2 Arlthmetricmeansandstandarddeviations

forcarcasstraitsandbodymesurements.

Standard
deviation

Ageorcalf(months) 24.03 5･63

Calvingnumbersofdam 4･91 3.07

Ageofdam(year) 6160 3･47

Fatthickness(mm) 15.63 2.70

M.long▲thoracisarea(cn号) 33,40 2.98

Marblingscore O･81 0･57

Withersheight(cm)

Chestgirth(cm)

Chestdepth(cm)

Rumplength(cm)

Thurlwidth(cm)

Bodyweight(kg)

127.8(99.1) 2.45

189.7(98.9) 6.76

67.7(100.1) 2.12

50.9(101.0) 186

46.4(101.5) 2.00

491.5(100.0)40.03

Numbersinparenthesesmeanspercentagesorthe

nomalaveragegrowthvaluesor24-month-oldJap･
B一ackcow.

T8ble3 LeastsquaresanalysisOfvariancefor
ultrasonicestimatesofcarcasstraits.

sourceof dfFat M･long･ Marbling
varlat10n thicknessThoracisareascore

Sire 28 ** NS *
Dam'ssire 25 * NS NS

Raisingplace 5 ** ** NS

Birthseason 3 NS ** NS

Regressior】On1 NS NS NS

ageofdam

Regressionon1 NS NS . NS

calvingnumber

NS:NotsignlrlCant,*:P<0.05, **:P<0.01.

次に,供試牛の産肉形質推定値に対する種々の

要因効果を明らかにするため最小自乗分散分析を

行い,その結果をTablC3に示したo

要因に取り上げた種雄牛は,後代に供試牛を10

頭以上持つ29頭であったが,その効果はTable3

に示すとおり,胸最長筋横断面積については有意

性がみられなかったが,脂肪交雑 (P<0.05)と

皮下脂肪厚 (P<0.01)については,それぞれ有

意性が認められた｡これまで,雌牛の脂肪交雑の

成熟月齢は約46か月齢であり,また,胸最長筋横

断面積のそれは,約63か月齢であり,胸最長筋横

断面積は,脂肪交雑より成熟月齢は遅いという結

果5)を得ているが,そのことから考えると,脂肪

交雑は比較的成熟値に近いため,種雄牛の効果が,

より明瞭に現れ,一方,胸最長筋横断面積は,成熟

月齢より比較的若 く,個体間の変動が少なく,そ

のため種雄牛の効果が明瞭に現れなかったのでは

ないかと推察される｡また,供試牛と同年齢の牛

が子牛市場に出荷されたと考えられる昭和59-60

年の宮崎県の雌子牛の県内保留率は,53.1-55.1

%であり,かつ,県外へ出荷された宮崎県産の子

牛が肥育され,県内で肥育されたものより優れた

産肉能力を示していることは,肥育技術の差の他

に,特定の種雄牛の優れた産子牛が県外-流出し

てしまっている可能性を示唆するものであるC
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母方祖父牛の効果については,皮下脂肪厚にお

いて有意性が認められた (P<0.05)が,他の2

形質については有意性は認められなかった｡種雄

牛の要因の場合と比較して,その効果が小さくな

ったことは,種雄牛から登録牛への径路と,母方

祖父牛から母牛を経て登録牛-の径路では,一世

代の差があり,そのことが,種雄牛の効果に比較

して,母方祖父牛の登録牛に与える効果を小さく

したものと考えられた｡

一方,本試験において取り上げた供試牛のけい

養地区は,宮崎県北部 (延岡市 ･東臼杵郡)から

南部 (日南市 ･南那珂郡)に至る6地域である｡

これらけい養地区の効果はT&ble3に示すよう

に,皮下脂肪厚と胸最長筋横断面積については有

意性 (P<0.01)が認められた｡地区別に各産肉

形質の最小自乗平均値とマルチプルレンジテス ト

の結果を示すとTablC4のとおりである.

皮下脂肪厚については,最高が児湯郡の 17.25

mmで,次いで宮崎市郡の16.71mm,東諸県郡

の 16.43mm,北諸県郡の15.41mm,東臼杵郡の

15,30mmで最低が南那珂郡の13.64mmであり,

TAble4 Leastsquaresmeansforthefixedeffects.

Fat M.long. Marbling

Effect thickness thoraciarea score

(tnJn) (CTG)

Raisingplace

Miyazaki

Kitamoro

Higashimoro

Minaminaka

Higashiusuki

Koyu

16.71a 35.17b

15.41bc 33.35a

16.43a 33.05&

13.64d 31.20C

15.30bc 34.12ab

17.25& 30.65C

94

47

58

26

29

46

3

5
.
5

5

6

4

Birthseason

Spring 15.78 31,76b

Summer 15.99 33.01a

Autumn 16.13 33.54a

Winter 15.27 33.38a

0

2

5

1

8

4

1

3

4

5

5

5

ちbc;dLeastsquaresmeanswithdiflferentsubscripts

aresignificantlydifferent(P<0.05).

最高 と最低の差は3.61mmと,他区間に変動のあ

ることが認められた｡特に,南那珂郡は,他のす

べての地区と比較して有意 (P<0.05)に′トさい

ことが認められた｡宮崎県では,地区在に供用種

雄牛が異なり,分析に用いた29頭中3地区以上に

後代牛を持つ種雄牛は9頭であり,供用種雄牛に

偏 りが認められた｡したがって,地区間の差の中

には,種雄牛の効果も若干含まれるのではないか

と推察される｡また,皮下脂肪厚は運動量あるい

は,飼養管理の差により蓄積の程度が異なること

が考えられるが,本試験の地区間にみられる皮下

脂肪厚の差にもまた同様の影響があるものと思わ

れた｡胸最長筋横断面積の最小自乗平均値は,良

大が宮崎市郡の35.17cm2で,次いで東臼杵郡の

34.12cm2,北諸県郡の33.35cm2,東諸県郡の

33.05cm2,南那珂郡の31.20cm2で,最低が児湯

郡の30.65cm2であり,最高と最低の差は4.52cm2

と比較的大きかった｡ また,南那珂郡 と児湯郡

は,他の4地区に比較 して有意 (p<0.05)に小

さく,逆に,宮崎市郡は東臼杵郡を除く他の4地

区に比較して有意 (p<0.05)に大きかった｡こ

れらの結果には,皮下脂肪厚と同様に地区毎の供

用種雄牛の偏 りも無視できないと考えられるが,

前述のように,種雄牛の胸最長筋横断面積に対す

る効果が有意でなかったことから,むしろ筋肉の

発達に影響を与える運動量,母牛の晴育能力およ

び育成技術の差によるものはないかと推察され

た｡

次に出生季節の効果にっいては,Table3に示

したように,胸最長筋横断面積で有意性 (P<

0.01)がみられたが,他の2形質で有意性は認め

られなかった｡各季節毎の胸最長筋横断面積の最

小自乗平均値はT&blC4に示すとおりであるが,

春 (3-5月)に産まれた雌牛の推定値が他の3

季節に産まれたものに比較 して有意 (P<0.05)

に小さかった｡出生季節の効果には,子牛の生時
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から3か月齢程度までの環境の影響,主として母

牛の噂育能力が大きな影響を与えると思われる｡

このことについては,い くつかの報告7-9)に示

されているが,佐々木9)は,子牛に与える母牛の

影響のうちどの程度が母牛の噛育能力に関係 して

いるかを調べ,180日齢補正体重では70.8%,生

時から離乳時までの一日平均増体量では75.6%,

また,30日齢補正体重では89.4%,生時から30日

齢までの一日平均増体量では96.6%と高い数値を

示し,子牛の発育の良否は主として母牛の晴育能

力に左右されていると報告している｡季節による

効果のうち,春産まれの子牛に対する母牛の噂育

能力に影響を与えると思われる要因には,夏の暑

熱,梅雨季の高湿度および飼料の質の低下等が上

げられるが,生後 0-2か月という最も抵抗力が

弱いと考えられる時期に夏の暑熱 を迎える,夏

(6-8月)産まれの雌牛の記録が春産まれのも

のと比較 して大きいことから,暑熱よりもむしろ

梅雨季の高湿度の方が母牛さらには子牛に悪影響

を与えたのではないかと推察された｡しかし,繁

殖経営上,年間を通 じて変動の少ない,かつ優れ

た子牛を生産するためには,暑熱あるいは高湿度

対策,衛生管理等について十分な注意を払 う必要

があると考えられた｡

本試験の供試牛の産次は1-15,また母牛の分

娩時の年齢は3.47-19.12才であったが,これら

の一次偏回帰については,3形質とも有意性は認

められなかった｡母牛の年齢あるいは産次は,い

ずれも母牛の噂育能力に関連が深いと考えられ

る｡また,加齢のため繁殖能力の低下からくる難

産等が子牛に悪影響 を与えることも考えられる

が,母牛の年齢あるいは産次が産子牛の産肉形質

に与える影響は小さいものであった｡これは加齢

によって,輔育能力あるいは繁殖能力の低下した

繁殖雌牛が既に淘汰されていることを推察させる

ものであった｡

3.2 産肉形質推定値と体測定値間の相互関係

登録検査を受験する雌牛の産肉形質が,栄養度

あるいは体測定値と如何なる関連を持っているか

を検討するため,供試牛1,140頭の産肉形質推定値

と栄養度及び体測定値との間の体重で補正 した偏

相関係数を求め,その結果をTable5に示したO

皮下脂肪厚については,栄養度および体測定値

との間の偏相関係数はすべて正で,かつ体高を除

く他のすべての形質との間に有意性 (P<0.01)

が認められた｡胸最長筋横断面積については,い

ずれの形質とも有意な相関関係は認められなかっ

た｡また,脂肪交雑と,各形質間の偏相関係数は

すべて正で,かつ栄養度,胸深,尻長の4形質と

の間に,高い有意性 (P<0.01)が認められ,ま

た,体高,臆幅との間にも有意性 (P<0.05)が

認められた｡

登録審査得点の向上は,繁殖雌牛を評価する主

要因であり,そのため個々の農家は種々の注意を

払っている｡しかし,外貌審査得点にこだわるあ

まり,必要以上に濃厚飼料を与えている例も少な

くないQ登録検査に際して栄養度を高めること,

あるいは牛を大きくすることは,一定限度内にお

いて審査得点を高くすることにつながっているよ

うであるが,Table5に示すように,皮下脂肪厚,

脂肪交雑といった,脂肪の蓄積量に影響を及ぼし

ている｡このことは,体腔内脂肪の増加も示唆L

T&ble5 Partialcorrelationcoefficientsbetween

ultrasonicestimatesofcarcasstraitsand

bodymeasurementsandconditionscore･

Fat M.long. Marbling

Trait thickness thoraciarea score

Conditionscore

Withersheight

Chestgirth

Chestdepth

Rumplength

Thurlwidth

0.202**

0.013

0.141**

0.172**

0.172**

0.095**

0.069 0.113*

-0,005 0.076

0.006 0.144**

0.029 0.119**

0.024 0.122**

0.0(光 0.088*

P<005,**:P<0.01
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ており,繁殖能力の向上という点からは好ましく

ないものと考えられた｡また,脂肪の蓄積量を増

加させる反面,胸最長筋横断面積の発育にはほと

んど結びついていない点が注目された｡

4. 要 約

肉用種繁殖雌牛の産肉能力改良に関する知見を

得るため,基本登録を受験する1,140頭の黒毛和

種繁殖雌牛の皮下脂肪厚,胸最長筋横断面積およ

び脂肪交雑を超音波スキャニングスコープを用い

て推定した｡各産肉形質推定値に対する遺伝およ

び環境要因の効果について検討するとともに,産

肉形質推定と栄養度あるいは,体測定値との相互

関係について検討した｡主な結果は以下のとおり

である｡

(1)黒毛和種雌牛の基本登録時における,皮下

脂肪厚,胸最長筋横断面積および脂肪交雑

は,それぞれ15.63±2.70mm,33.40±2.98

cm2及び0.81±0.57と推定されたo

l2)最小自乗分散分析の結果,遺伝要因として

種雄牛の効果に有意性の認められた形質は,

皮下脂肪厚 (P<0.01)および脂肪交雑 (P

<0.05)であった｡また,母方祖父牛の効果

は,皮下脂肪厚のみに対 して有意性 (P<

0,05)が認められた｡一方,環境要因とし

て,供試牛のけい養地区の効果は,皮下脂肪

厚および胸最長筋横断面積に対 して有意性

(P<0.01)が認められた｡また,供試牛の

出牛季節の効果に有意性 (P<0.01)の認め

られた形質は胸最長筋横断面積であり,香

(3-5月)産まれの雌牛の推定値が,他の季

節に産まれたものと比較して有意(P<0.01)

に小さかった｡母牛の年齢あるいは産次-の

一次偏回帰の効果は,いずれの形質に対して

も有意性を示さなかった｡

(3) 各産肉形質推定値と栄養度および体測定値

との偏相関係数を求めたところ,皮下脂肪厚

推定値は休高を除くすべての形質との間に有

意性 (P<0.01)が認められた｡また,脂肪

交雑推定値については,栄養度,胸囲,胸深,

尻長との間に1%以下の水準で,体高および

穂幅との間に5%以下の水準で,それぞれ有

意性が認められたoなお,胸最長筋横断面積

推定値はいずれの形質との間にも有意性は認

められなかった｡
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